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IIt=FとilaでL強 さ,巳町渉還り.T3lIl-貨i校を
77;5け こと■こ.F王TJlした｡ql轟Lミこういう方言か.ら忠

相G丘上れるのが㍍明(rifでもらう｡

才女つも7-.､7kRlこqj芸を弟って屯三･し.6iEを
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大ILちなが/Lい すTJ:わち兼Jlの3椎は別 ､故坑の
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結束でもらう｡
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発 破按根に関す る二･三の問題

(昭和 :2年 11712OR安12)

+ il rT FIL ti.

j史駄切浪7)Jミ執こ吸水的y休を持つtのである○柑

∫ t指 のl紐 と故殺肋果 稚同報カth株の奴恥こ群ナる■暮が土矧こり T,Eg
iA戦鼓故Dや合の規臥免れは何一朋 を用ひても 位の削りを持つことも砧{･-'.ない｡
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艮 済 Ag･とFFることを示して乙7_｡
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山は頚鎖と捜せ渦 や I.ナタクーt･Ⅰすりこ併用し城
堤-riLl:印lほfI鞍も安くてbruかも知れない｡

火弟竣蚊QP悦群的なることはbEに攻が抱内に充分 女王では IJit〇位を 】尺 〔!?1cm)の色,T3切

廿放してゐちと.hlはれるb:,唯担井の軽で.Ⅶ掛 こな 操が 】ln托もろとして.空也収幻他力は l名1枚

ろ抗である｡恭iiの栃牡可粗末{･去る 7月】9EZiこ にて 】日 1帥 挽とし･ムカ抜弧は Ⅰ名 目31抹

邑炎された火tglの公宅統括では門塾世事はLRろtZ とLtJ 又 l紬 二は煉兼 l･'･'･gのもの･'J兼を好し

在東よりも 109 1[;.=･'Lつてlミbろ｡然し好材料茨 牡火taSOcm.工粟訂℡ 1dtを7汁 るとして打方
び畑 安D花 つ格瓜 土必成約にLg雅 も古くなるD L七.脚 王立柵 代とは l人千〇IEl折 だ投
であって.従某の4軌三色○にも如 きてるたJ)で 1 2万/旨に旭 禾 ZJ 合計 1会合Lt公S!でJt拾さ

i_る｡今ZEZの丑!2dt格 〔毛火配 色の方h;人力抜取 れるから汁ZFl=入れず荘重のLFlきA雅 一t1J7虫小

よウもずつと肋 :管くて済むことltJt-'を見山 王 田3台を必中とナろから英の史 l分身を芯にてJf人

bかると盟.EL. するものとして共の代金だけを計井した｡



虻凸JLl-_1.{ける火1げ8ttJW 班 rr.

火乗切Dm格け却12-ifのJEytCF格より=LH･誘く は空に茄fFとなるほでiる

且執ってもろb: ★郡fm書が入手するときtDd括

R 'J 妻泣沈だと̂ プ瀬 切との程や比IR 反古)

はBLU､ 火 嘆 息火縫 抑 古 人)一任 之HLITt lかA'お代 IT lr

究 1, i-'LT.'空, 'E;買 (:::I:諾 (iwI'㌢ I-･;A (rr{E! hi柵

^ )' )(211::i? yua l(.JnJ.I:1 I.176JA

cM., .Ji日付 J求丁月 Ⅰや:拍 川 i_̂0,.I :翫 ; T.ltlih

i滋こて見J.盈ら漁削t臥 三人力投恐･7年朝のJE であるむ .Hiわーこ火市花や1-)符節±:i.℃.つても&
更.=てeFtzことになる｡疋l=弘達に作*J ;.1枚 ろ11 ぐ叔ク盃せるわ･+でも,:I

院豊柏っ･r)軟Ttが仲平か+く7TJられることになるTI

鹿島賢に肘する火薬抜樟棄権成績

q m _)2年 lltiひJIl王円)

や rl ty ll 寸, t王事

T 諸 甘

凍島裸に故.ナろ火Tyは 状は田qi同大集の他用'L立
退とし針坐せられJ]東北繋耳珠作男帝の現物により

今月蓬に火車技較せるiil玖 L'･l町 一正,LTy,挟啓本
姓 1Lq300米｡

1f 採用せる甘地宰領

FE胸 ご0年東上04ErこiE拝を始め火頚刊詞を圭lzる くイ) aZ成
朗 勺として創立されました中抗化集結真書故により
方施されて依ります｡

脱瓜覗下にJneLlせられてF.!りましたunLTT!火躯頬
はBiJbて丑が多く土が丑煎剤軸をLLめ見開利用する
とすれ.ま東和や甑のrSに火胡枚蝦を行1と'盃,一以外
に此JD且をWI化する且凪LlJ:く大いに立件ましまし
た3乏b:u批tt仇 凍稲と打者もあわpAILは鈴繁
.こ火熊抜取ni茶を耶始することカ:ui央よしたJ

火薬攻駁J)妓取l二心いては作男に 迫はitg一書的に

研対も加へて貯らす又東分/Lる宍持ち載って繁り士
せんo

ittfながら*札弊よと脚 を一覧に鋲JJ)捷火預
収位をt.tせ1-7らち方 り粥 にIzTtはき事に存 じま
す上

目 p的化尉 1式やit.Ji'畑 i'i一年 ltJ11'Jllq
ち叫も折t骨に'Jlて1政 一

哉有井 1句
作g:tn J名

を以て l紐とし.机例-珊P十馴こ2扱itI栗する
膿血Gに於け巧一ヶ所の火噸玖Lrl.加Ulは艇LAS町

妙乃至町 1O渉であろ｡

(.･) 好Ji

l紐の火葬竣臥幹にて伴川 (ろFJt故共の_.i於な
る寸法

A) 取 除 2本 火熊井入札14申

襟Jqmm,長さ1,-1Kjm EL'.llkが
yt伐7)JE紺 廿ItEF托大にLで汁榊にiBと-rJ｡d
文l+_ttを可と十｡

共用7)角声 SO'長Lt 土地7)状究1こより見る)
tl) - yLf- 2舶 新札七打ユtlに乱打
放生 文事 IIId ン｢,古事 は .ゴソrを[汀と十
だ快は-Blかものにて可JZるも片h'DもOより開田




